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1. 平成23年３月期第１四半期の業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日）

(1) 経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第１四半期 655 99.9 △310 ― △315 ― △421 ―
22年３月期第１四半期 655 ― △425 ― △430 ― △443 ―

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第１四半期 △1,072 .11 ―

22年３月期第１四半期 △1,227 .65 ―

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第１四半期 3,122 118 3.2 255 .32

22年３月期 3,070 540 17.0 1,328 .43

(参考) 自己資本 23年３月期第１四半期 100百万円 22年３月期 522百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 ― 0 .00 ― 0 .00 0 .00

23年３月期 ―

23年３月期(予想) 0 .00 ― 0 .00 0 .00

3. 平成23年３月期の業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 1,850 33.0 5 ― △20 ― △35 ― △89 .03
通 期 3,750 23.1 50 ― 5 ― △30 ― △76 .31

jinoue01
財務会計基準機構



(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

(注) 「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」に記載される四半期財務

諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。

(3) 発行済株式数（普通株式）

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）２ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。

4. その他（詳細は、【添付資料】P.3「2.その他の情報」をご覧ください。）

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(注) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期１Ｑ 491,781株 22年３月期 491,781株

② 期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 98,655株 22年３月期 98,655株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 491,781株 22年３月期１Ｑ 459,627株

(注意事項)
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当第１四半期会計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日）における我が国経済は、新興

国経済の成長に支えられ、一部に持ち直しの傾向が見られましたが、厳しい雇用情勢と所得環境から個

人消費は伸び悩み、先行き不透明な期間となりました。

当社の関連業界では、一部で消費マインド改善の兆しが見られますが、業界全体としては消費者の節

約志向は根強く、厳しい環境が続く状況となりました。

このような経営環境の中、当社では以下の施策を実施してまいりました。

販売用商品として化粧品のラインナップを強化し、顧客に対する積極的アプローチを行うと共に、販

売員への商品教育の充実を図るためアイテム数の削減及び整理を行っております。

また、収益改善施策の一環として、出店状況の見直しを行い、平成22年４月30日に渋谷メンズ店を閉

店いたしました。これにより、平成22年６月30日現在の店舗数は51店舗となりました。

広告宣伝部門といたしましては、平成22年５月31日に株式会社ブランディングと業務提携契約を締結

し、ブランド戦略の強化を図ってまいりました。

以上の結果、当第１四半期会計期間におきましては、売上高655,578千円、営業損失310,914千円、経

常損失315,503千円、四半期純損失421,474千円となりました。

当第１四半期会計期間末の資産は、3,122,925千円となり、前事業年度末に比較して52,333千円増加

いたしました。この主な要因は、前事業年度末に比較して現金及び預金が75,832千円減少し、営業未収

入金が25,597千円減少し、売掛金が24,686千円減少したこと及び商品が39,222千円増加したことなどに

よるものです。

当第１四半期会計期間末の負債は、3,004,216千円となり、前事業年度末に比較して474,202千円増加

いたしました。この主な要因は、前事業年度末に比較して資産除去債務が257,328千円増加し、短期借

入金が300,000千円増加したことなどによるものです。

当第１四半期会計期間末の純資産は、118,709千円となり、前事業年度末に比較して421,868千円減少

いたしました。この主な要因は、前事業年度末に比較して利益剰余金が421,475千円減少し、その他有

価証券評価差額金が395千円減少したことによるものです。

平成22年５月14日に公表いたしました業績予想の修正は行っておりません。

今後、業績予想の修正が必要な場合は、ただちに修正開示いたします。

1. 当四半期の業績等に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する定性的情報

(2) 財政状態に関する定性的情報

(3) 業績予想に関する定性的情報
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当第１四半期会計期間より企業会計基準第18号「資産除去債務に関する会計基準」（平成20年３月31

日）及び企業会計基準適用指針第21号「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（平成20年３月31

日）を適用しております。

これにより、営業損失及び経常損失は2,829千円増加し、税金等調整前四半期純損失は94,227千円増

加しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は263,088円でありま

す。

当社は、当第１四半期会計期間において、営業損失及び四半期純損失を計上し、営業活動によるキ

ャッシュ・フローも大幅なマイナスとなっております。

これにより、前会計年度に引き続き、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在

しております。

2. その他の情報

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

項目

減価償却費の算定方法
定率法を採用している有形固定資産については、年度

に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によ
っております。

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(3) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期財務諸表
(1) 四半期貸借対照表

(単位：千円)

当第１四半期会計期間末
(平成22年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 119,183 195,015

売掛金 91,261 115,947

営業未収入金 224,553 250,150

商品 115,243 76,021

貯蔵品 29,316 32,724

その他 145,278 137,082

貸倒引当金 △10,042 △14,911

流動資産合計 714,794 792,030

固定資産

有形固定資産

建物 1,547,409 1,386,873

減価償却累計額 △639,617 △624,161

建物（純額） 907,792 762,712

構築物 4,739 4,739

減価償却累計額 △1,818 △1,729

構築物（純額） 2,920 3,009

工具、器具及び備品 529,309 526,087

減価償却累計額 △428,551 △421,088

工具、器具及び備品（純額） 100,758 104,998

土地 283,000 283,000

有形固定資産合計 1,294,471 1,153,720

無形固定資産 66,970 77,569

投資その他の資産

投資有価証券 367,826 368,221

差入保証金 591,072 590,734

その他 118,875 118,955

貸倒引当金 △31,084 △30,640

投資その他の資産合計 1,046,689 1,047,272

固定資産合計 2,408,131 2,278,562

資産合計 3,122,925 3,070,592
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(単位：千円)

当第１四半期会計期間末
(平成22年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 41,803 65,010

短期借入金 1,635,000 1,335,000

未払金 122,542 164,564

未払法人税等 14,500 51,000

前受金 782,298 765,300

ポイント引当金 44,228 38,314

店舗閉鎖損失引当金 7,017 2,916

その他 22,887 26,626

流動負債合計 2,670,277 2,448,732

固定負債

長期未払金 34,783 37,382

退職給付引当金 39,627 40,646

資産除去債務 257,328 －

その他 2,200 3,253

固定負債合計 333,939 81,282

負債合計 3,004,216 2,530,014

純資産の部

株主資本

資本金 3,226,311 3,226,311

資本剰余金 3,163,514 3,163,514

利益剰余金 △5,700,423 △5,278,948

自己株式 △587,749 △587,749

株主資本合計 101,652 523,126

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △1,281 △886

評価・換算差額等合計 △1,281 △886

新株予約権 18,337 18,337

純資産合計 118,709 540,577

負債純資産合計 3,122,925 3,070,592
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(2) 四半期損益計算書
【第１四半期累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

売上高 655,938 655,578

売上原価 638,763 637,575

売上総利益 17,174 18,002

販売費及び一般管理費

信販手数料 11,264 19,818

広告宣伝費 208,384 137,082

人件費 57,504 55,410

役員報酬 14,615 3,120

支払手数料 83,664 59,205

ポイント引当金繰入額 4,966 5,914

減価償却費 11,242 10,491

その他 50,928 37,874

販売費及び一般管理費合計 442,569 328,917

営業損失（△） △425,395 △310,914

営業外収益

受取利息 97 34

受取手数料 4,691 945

受取賃貸料 1,572 2,066

貸倒引当金戻入額 － 4,929

労働保険還付金 － 5,216

その他 1,453 2,652

営業外収益合計 7,815 15,844

営業外費用

支払利息 7,093 17,825

減価償却費 1,208 807

その他 4,707 1,800

営業外費用合計 13,009 20,433

経常損失（△） △430,588 △315,503

特別損失

店舗閉鎖損失 8,230 4,883

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 91,398

固定資産除却損 4,935 －

特別損失合計 13,166 96,281

税引前四半期純損失（△） △443,755 △411,784

法人税、住民税及び事業税 9,900 9,689

過年度法人税等戻入額 △10,507 －

法人税等合計 △607 9,689

四半期純損失（△） △443,147 △421,474
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(3) 四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)

前第１四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △443,755 △411,784

減価償却費 43,446 43,997

貸倒引当金の増減額（△は減少） 14,665 △4,425

退職給付引当金の増減額（△は減少） △490 △1,018

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） △1,000 4,101

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 91,398

ポイント引当金の増減額（△は減少） 4,966 5,914

受取利息及び受取配当金 △97 △34

支払利息 7,093 17,825

売上債権の増減額（△は増加） △4,090 49,247

前受金の増減額（△は減少） △14,236 16,997

たな卸資産の増減額（△は増加） 23,441 △35,814

仕入債務の増減額（△は減少） △4,749 △23,206

その他 △97,533 △58,912

小計 △472,339 △305,713

利息及び配当金の受取額 97 34

利息の支払額 △6,271 △17,825

法人税等の支払額 △41,369 △49,992

営業活動によるキャッシュ・フロー △519,882 △373,496

投資活動によるキャッシュ・フロー

短期貸付金の回収による収入 － 2,490

有形固定資産の取得による支出 △5,928 △1,755

差入保証金の回収による収入 － 217

差入保証金の差入による支出 － △1,420

その他 1,879 △1,795

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,049 △2,263

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △107,332 300,000

配当金の支払額 △236 △72

株式の発行による収入 723,520 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 615,950 299,927

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 92,017 △75,832

現金及び現金同等物の期首残高 106,244 195,015

現金及び現金同等物の四半期末残高 198,262 119,183
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当第１四半期会計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日）

当社は、当第１四半期会計期間において、営業損失310,914千円及び四半期純損失421,474千円を計

上するとともに、営業活動によるキャッシュ・フローも373,496千円の大幅なマイナスとなってお

り、依然として、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。

当社では、当該状況を解消し、または改善するための対応策として、秋葉原店の閉鎖をはじめとす

る不採算店の統廃合及び、役員報酬・管理職給与の減額を実施し、固定費ならびに諸費用の削減を図

っております。また、販売促進費配分の見直しを行うことによる集客効率の改善を行うとともに、プ

ロモーション戦略、新規事業開発による販路拡大を行うことにより会員数の増加を図っております。

さらに、当社は金融機関等からの資金援助を受け、資金繰り面の充実を図っております。

しかしながら、当社を取り巻く厳しい経営環境は今後も継続すると予測され、営業面及び資金繰り

面において厳しい状況が続くものと予想されるため、金融機関等の協力も不可欠なものとなっており

ます。

よって、現時点では継続企業の前提に重要な不確実性が存在するものと認識しております。

なお、四半期財務諸表は、継続企業を前提として作成しており、このような重要な不確実性の影響

を四半期財務諸表に反映しておりません。

(追加情報)

当第１四半期会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適

用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。

当社の事業は、エステティック事業ならびにこれらの付帯業務の単一事業であります。したがいま

して、開示対象となるセグメントはありませんので、記載を省略しております。

該当事項はありません。

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報等

【セグメント情報】

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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4. 補足情報

該当事項はありません。
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